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あなたは、読むことの学習が、どれほど困難であったか
覚えていますか？その進化の起源が非常に古い話すこと
とは違って、 読むことと書くことは、比較的最近の人間
の発明である。世界中に点在する地域の集団が、何千と
いう話言葉が少ない数の区分された音（英語では44の音
韻）で作られていること、そして、これらが、さらに少
ない数の視覚的な記号で表されることを悟った。これら
の記号を学ぶことは時間を要し、ある子供たちは、異常
な困難を体験する。これは、いかなる知能の欠如による
ものではなく、その訳は、彼らの脳が、読むことに必要
な特別な用件をマスターするのが困難であることを見出
したからである。私たちは、十人に一人の割合で、今は
その神経学的名称、発達性失読症により知られているこ
の状態を有している。 

 

失読症は、非常に一般的である。その障害を持つ子供た

ちは、容易に読める友だちと同じくらい知的であること

を知った時に、なぜ自分たちには読む事がそれ程に困難

なのか理解できないことから、失語症は、悲惨さの真の

原因となる。多くの子供たちは自信を失い、これが彼ら

を、焦燥、反抗、攻撃性、非行さえも含む下向きの螺旋

状進行に導くことになる。それでも、もし彼らの幼少年

期の読む事に関する問題が、彼らの全ての希望や自尊心

を失わせていないならば。多くの失語症患者は、他の領

域 ― スポーツ、科学、コンピューター、商業、芸術 ―  
において偉大な才能を現わすことができる。従って、失

読症の生物学的基礎を理解することは、それ自身が重要

であるばかりでなく、悲惨さの重荷を阻止することにも

貢献することになる。より上手に読む過程を理解するこ

とは、おそらく私たちを、この問題に打ち勝つ、あるい

は問題を処理する道に導くであろう。 
読むことは、アルファベットの視覚記号を正しい順番に
認識できること ― 子供が学ぶどの様な言語の正字法 ― 
そして、単語の中の切り離された音を正しい順番で聴く
ことが出来ることに依存している。これは、音素構造と
呼ばれているものを引き出すことを意味しており、それ
によって、記号は正しい音に変換されることができる。
不運にも、殆んどの失読症は、正字法的および音韻論的
な単語の両方の特徴を分析することでは、遅くて不正確
である。 
 
 
 
 
 

文字や音を正確に順番づける能力は、視覚および聴覚
の両方の機構に依存している。良く知らない単語、そ
して読むことの初心者には全てが良く知らないもので
あるが、に対しては、各々の文字は特定され、そして
正しい順序に並べられなければならないが、この過程
は、思ったほど容易ではない。何故なら、目は、一つ
の文字から次の文字へ素早く動く小さな運動をしなけ
ればならない。文字は、目が固定する間毎に特定され
なければならないが、それらの順番は、各々の文字が
見えた時に、目が何処に向けられているかによって定
められる。目が見たものは、眼球運動システムからの
運動信号によって統合されなければならないが、多く
の失読症患者が持っている問題は、この視覚運動統合
に関するものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読んでいる間の目の動き。 ペン記録計の上下の動きは、左右 
の動きに対応している。 
 

 
眼球運動システムの視覚調節は、大型細胞系として知られ
ている大きなニューロンのネットワークよって支配されて
いる。この名称は、そのニューロン (細胞) が非常に大型( 
(magno) であることによる。このネットワークは、網膜か
ら、大脳皮質および小脳への通り道を経て、眼の筋肉の運
動ニューロンまで辿ることができる。それは、動きの刺激
に特に良く応答するように特殊化されており、それ故、移
動する目標を追いかけるのに重要である。このシステムの
重要な特性は、目が固定されなければならない文字を離れ
た時、読んでいる間、運動信号を発生することである。こ
の誤動作信号は、目を目標に引き戻すために眼球運動シス
テムにフィードバックされる。大型細胞系は、堅実に目を
各々の文字に順に向けるのを助けること、それ故に、それ
らの順番を決定することにおいて、極めて重要な役割を演
じている。 
 
 

小細胞層 
 
 
 

大型細胞層 
 

100 µm 
コントロール 失 語 症 

 
 

正常人における良く組織化された小細胞と大型細胞および 
ある種の失読症患者における組織混乱を示す外側膝状核の 
組織化学染色。 
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